
取扱説明書（CYA-1251W）

＝の一

ｰ

●～●

論看認
一

このたびは、1200ＭＨｚ帯高･住能固定局スタックアンテナ(CYA-l251W)を御買い上げいただき誠に
有難うございます。

本品は厳重なる品質管理により生産されておりますが、万一運送中の事故により破損がありました
ら取扱店にお申しつけ下さい。
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補助ブームの採用で、長いブームにもかかわらず、‐ブームのタレ、タワミを非常に小さく

させ、安定度が抜詳となった。

また、この補助ブームの採用により給電部からのケーブルをアンテナから遠ざけて補助ブ

ームに沿わせたため、電気的障害が少ない。

平衡一不平衡変換には、従来より定評のあるシュベルトッブ方式を採用し、放射器からの

電波のもれを無くし、また放射器の効率を上げるため、給電箱を小さくし、放射器を長く

(0.5入）しました。

アームクランブ(２セット）、ブームクランプ(６セット）の金具は特殊アルミ合金鋳物（ヒ

ドロナリウム）を使用し、高強度で軽量化することとしました。またヒドロナリウムは耐

蝕性が特に優れ、じん性（ねばり）が良い。

給電部から分配器へのケーブルに10Ｄ－ＦＢを標準装備したためケーブルロスが非常に少ない｡‐
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★エレメントの及さ及び間隔★（Iii位：国､）
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○御注意

総逼部はＩｌｉｊ〃とも赤色マークが

ドになる嫌に取付けます。
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組立図及びパーツリスト
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瀞号
１１

＃４８m『 数ルヒ

１－１ ブーム(Ａ）（接統パイプ付き〉 ２

１－２ ブーム(Ｂ）（袷通部付き） ’２
１－３ 六ｉ11ボルト（Ｍ４×20） ４

１－４ スプリングワッシャ（Ｍ４） ４

１－５ ナット（Ｍ４） ４

２－１ 補助ブーム(Ａ）（32の×1450） ワ
ー

２－２ 補助ブーム(Ｂ）（32の×1410） ２

３ スタツクパイプ（38の×730） １

４ エンドパー（9.5の×730） ２

５－１ ブームクランプ(アルミ合金鋳物） １２枚

５－２ 六角ポﾙﾄ(Ｍ８×60) 1２

５－３ スプリングワッシャ（Ｍ８） 1２

５－４ ナット（Ｍ８） 2４

５－５ 六ﾉﾘボルト（Ｍ５×30） 1２

５－６ スフ，リングワッシャ（Ｍ５） 1２

５－７ ナット（Ｍ５） 1２

６－１ アームクランブ（アルミ合金鮮物） ４枚

６－２ 六角ボルト(Ｍ８×70) ４

６－３ 六角ボルト（M8×60） ８

６－４ スプリングワッシャ（Ｍ８） 1２

６－５ ナット（Ｍ８）

７－１ 取付命典（．字金奥付） １

７－２ 角Ｕ・』．:ボルト(Ｍ８×60×70×30） １２
７－３ 角Ｕ‘i･:ボルト（Ｍ８×70×85×35） ２

７－４ スフ』リングワッシャ（Ｍ８） ８

７－５ ナット（Ｍ８） 1６

８－１ エンドパークランフ、 ４

８－２ エンドバークランプフタ ４

８－３ ナベビス(ＳＷ付き）（Ｍ５×16） ８

８－４ ホーローセット（Ｍ５×８） ４

９－１ 同軸ケーブル（ｌ０Ｄ－ＦＢ） ２

９－２ ２分配勝（ＣＡ－ｌ２００Ｎ２） １

刷 h； ビニールテーヲ． １

御 |･Aｌ 自L』紘汁テープ １

卿 Ｍ１ 六角ﾚﾝﾁ(対辺2.5mm） １

御･hil0l バインダー 2０
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スタック取付金具の組み立て図
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組立方法

★１★ブームの接なぎ方

エレメント付きブーム(Ａ)、ブーム(Ｂ)を接なぎ合わせて、六角ボルト（Ｍ４×20)、スプリングワッ

シャ、ナットで固定します。

このときくエレメントがブームの先端から見て同一線上にある様にブームの接なぎで調整しながら

行います。

←

エレメントが一直線上にある

４ ア○峯
ＧＯＯＤ〔○〕 ＮＧ〔×〕

許

★２★スタック取付金具の組み立て

(1)ポールが鉄塔あるいは屋根馬に付いている場合は、適当な（48の～62の）ポールを用意して、地
面に打ち込むか、あるいは、なんらかの方法でポールを立ててアンテナ全体に手が届くようにし
てアンテナを組みます。

(2)図を参考にしながらポールにスタックパイプ（38の×730）を取付金具で取り付けます。このと
きＵ字ボルトの大きい方がポール側で、小さい方がスタックパイフ・側です。

(3)アームクランプ（アルミ合金鋳物……２枚で１組）をスタックパイプの両端に六角ボルト（Ｍ
８×70）各２本とスプリングワツシヤ、ナットで手で締まる程度に固定します。このとき、アン
テナの機械的調整（曲がり、タレ、平行度等）が終わるまでダブルナットはしない。

(4)アームクランプの中へ補助ブーム(Ａ)、（Ｂ）を各々 差し込み六角ボルト（Ｍ８×60)、スプリン
グワッシャ、ナットで固定します。

◎

補助ブーム(Ａ)、（Ｂ)の見分け方

補助ブーム（Ａ）

ｏＯＯ

穴が６個明いている

÷

雲毒芦

補助ブーム（Ｂ）

← ◎ ０ ００

穴が４個1Ｗいている

(5)補助ブームにブームクランブ（アルミ合金鋳物……２枚で１組）を図の嫌に取付け六角ボルト

（Ｍ８×60)、スプリングワッシャ、ナットで手で締まる程度に固定します。

(6)★１★で組み上げたブームを給電部の赤色マークが下になる様にブームクランブに差し込み六

角ボルト（Ｍ５×３０)、スプリングワッシャ、ナットで固定します。
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スタックパイブブームクランプ
フ．－ムクランプのＭ５×

30のネジをゆるめてＡ図

の様に修正します。
蕩縦聯惑LL｜
ゆるめてＡ図の様に修正し

ます。

鳶屑
★４★エンドバーの取付け

補助ブームの前端と後端に、図の様に黒

色マークをエンドバークランプの端に合

わせてふたをし、ナベビス(Ｍ５×16)で

固定し、ホーローセットで補助ブームに

固定します。

★３★アンテナ取付の機械的調整（曲がり、直角度、平行度、タレ）

アンテナを後ろから見たときスタックパイプとブームクランプが一直線上にある様にし、エレメン

トは、その線上と直角（90度）になる様にして固定します。またブームも後ろから見てタレが極小

になる様に各ブームクランプと補助ブームを良くなる方向へ力を入れて補正し、図Ａの様に調整が

終わった時点でネジをすべて増し締めし、タブルナットのところはタヘブルナットを付けて固定します。

ケーブルはアンテナのコネクターから約

25cm後ろへ突き出してから折り曲げて固

定します。

またケーブルの固定には、バインダーを

使用し、その上からビニールテーブを巻

きます。

コネクターはすべて自己融着テープを巻

き、その上からビニールテープを巻いて

防水処理をします。

約25cｍ

ナベビス

(Ｍ５×１６）

エンドバーの黒

色マークをエン

ドバークランフ，

の鎧に合わせる

－－

。
ｆ

ホーローセットー

六角レンチーー

１
８

★５★ケーブルの沿わせ方



－－周波数(ＭＨｚ）
ＳＷＲ特'住

波数：1260～1300ＭＨｚ

ンビーダンス：５０Ｑ

得：26.2.Ｂｉ

力：ｌ００Ｗ

ＷＲ：1.3以下

ネクター：Ｎ － Ｊ

－ム長：４ｍ

タック間隔：1.03ｍ

付支住径：４８の～62の

蛍：11.7ｋｇ

風面積：0.34,2（最大方向正面より７６度）

風速：瞬間最大４５ｍ/seｃ

風圧：３０kｇ（但しｖ＝45ｍ/ｓｅｃＣ＝0.7）

転半径：2.75ｍ
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コメツト株式会社

アンテナの組立は、スタックアンテナと同じです。

★ケーブルの処理★

０．

本社：〒335

大阪営業所：〒56O

仙台営業所：〒982-Ｏ

福岡営業所：〒816

札幌営業所：〒004

X-0484二二２２コ』3８

１
上下間隔1.0

１ ＃
|」

Ｉ
(注）：放射湯は上下とも赤マークが下になる様に取付けます。

垂直偏波水平面指向性

０｡規格（２列２段）

周波数：1260～1300ＭＨｚ

インピーダンス：５０Ｑ

利得：29.2ｄＢｉＳｌ・５
電力：ｌＯＯＷＷＬ４
ＳＷＲ：1.3以下Ｒ１．３

二郵嘉M扇』｜霊
スタック間隔：1.03ｍ人ブツブ向Ｐ雨・」･ｕｄｍｌ２６０１２８０１３００

上下問隔：1.04ｍ

取付支柱径：４８の～62の－－－周波数(MHz）
ＳＷＲ特性

重量：24.1 ｋ ｇ

受風面積：0.34,2×２(最大方向正面より76度）

耐風速：瞬間最大４５ｍ/seｃ

受風圧：３０kg×２(但しｖ＝45m/ｓｅｃＣ＝0.7）

回転半径：2.75ｍ

水平偏波水平面指向･性
埼玉県さいたま市南区辻4丁目１８番２

2列２段の場合はスタックアンテナ２本と、その中の、次のものが変更になります。

９－１同軸ケーブル(１０，－ＦＢ2.24ｍ）４本→１０－１同軸ケーブル(１０，－ＦＢ2.90ｍ）４本

９－２２分配器(CA-1200N2）２個→１０－２４分配器(CA-1200N4）１個

性能向上の為、予告なく外観、仕様を変更する事があります。
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全圭妻鉢匡上鍾匡
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